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抄録

本研究は． ロンドンオリンピック男子シングルス決勝戦

におけるエース・エラー傾l1iJや配球の傾lh]の分析を行う

ことが．次期オリンピックにおけるメダル獲得の一助とし

て1-I・意義であると考えた． LINDanとLEEChong Wei 

との決勝戦における分析の結果．配球エリアに関して前

後ではFrontコートヘの配球が． LIN.LEEともに多かっ

た．相手の攻撃機会を減少させ． 自らの攻撃機会を増や

そうとした意図があると推測出米る． また．左右でも両

者とも相手のラケットハンド側（フォア側）に多く配球し

ていた． ランニングスマッシュにおいては． ラケットハン

ド側では体幹・腰部のlnI旋を入れるために余分に動作を

しなければならず， そのことが攻隙機会の減少に繋がると

推測出来た． また，コートを 9区画に分割して配球エリ

アを見たが両者の傾向が分かれ． LINはRight-Rearコー

トヘ． LEEはLeft-Frontコートヘ多く配球していた． ス

マッシュに関しては両者ともクロススマッシュの方が高い

エース決定率を示した． H本人選手が次期オリンピック

のメダルを H指す上で． Frontコートヘのフィード技術と

共に Frontコートでのストローク技術やラケットハンド側

Rearコートでの攻撃力を1句上させていくことが相手の攻

撃機会を減じ自身の攻撃機会を増やすことが可能になる

と示唆出来る．

1.背景

バドミントンに関する研究は．多関節と道具が関与す

る複雑かつ非常に速い述動の動作分析1,2)や．試合中の

ストロークの種類や得点バターンなどのゲーム分析に大き

く分けることができる． ゲーム分析においては．古川 3)は

バドミントンの試合中のストロークを記録して． ゲームの

中でのストロークの有効な活川に関して言及している．J;n

藤4)や岸5)は． ゲーム中のラリ一時間と休息時間を計測

して． その割合からゲームの巡動強皮について言及してい

る． また．北村6)や林7,8,9)は2006年のラリーポイント制

へのルール変更に際して．得点パターンの変化について調

べている． この様に．様々な観点からゲーム分析は行わ

れている． しかし．ナショナルチームにおける情報戦略に

おいては．試合映像の提供や捕単な配球傾向プリーフに

とどまっている． そこで． オリンピックにおけるメダル獲

得の一助となるゲーム分析手法の模索は重要と考えた．

2. 目的

リオデジャネイロオリンピック（以下．五輪）のバドミン

トン競技において． H本バドミントン協会はメダルを獲得

することを H標に設定している． 日本選手が世界のトッ

プ3に入る為には． 1本）J・技術・心理・戦術の4つのディ

マンドが世界トップレベルに達する必要がある 10). リオデ

ジャネイロ五輪においてメダルを獲得する為のシナリオを

構築する上で， ロンドン五輪決勝戦を分析し， どの様な

観点でゲーム分析をしていくべきかなど情報の整理は有意

義であると考えた．本研究は，先にあげた4つのディマン

ドの中から戦術に焦点をあててそれぞれのエース・エラー

と配球の傾向の分析を行い， リオデジャネイロ五輪におい

てメダルを獲得する戦術的材料を得ることを目的とした．

3.方法

ロンドン五輪の男子シングルス決勝戦・ファイナル

ゲームを対象ゲームとした． IOCによる OFFICIAL
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OLYMPIC CHANNEL11)から映像をダウンロー ドして．

DVDを作成した その映像からエース ・ エラー分析と I~し

球エ リア分析を行った対象選手は表 1の通り LinDan 

（以 l‘.. LIN)とLEEChong Wei（以 F. LEE)である．

表 1,対象選手

LIN Dan 選T: LEじChongWei 

CHN | K l MAS 

1位 1如':jランキング 1位．

Jf. 利き腕 イi

北以• IL輪2008 北以• li．輪 2008
優勝 湘佼Il粒

lit界選手権 2006 SSファイナルズ 2008
優勝 優ll1}

Ill：界選F権2007 SSファイナルズ 2009

優勝
i：．な戦箱

i&l)19 

111:昇選手権 2009 SSファイナルズ 2010
優勝 優勝

アジア大会 2010 アジア人会 2010

俊1勝 iiti岱II分

flt昇選手権 2011 !It界選rt1no11
優勝 iil叶岱勝

(1)エ＿ス ・エラー分析

既イfのスコアシー トにスコアを出人する際に．林12)(J) 

方法を川 lヽて図1の様に各ラリーの結木 （球釉とエース ・

エラー）を出り化して記録した．I記録したものを図lJ..lド表

にまとめた スマッシュのエース ・エラーに関しては．

トレートコースとクロスコースを分類する為にスコアシー

ト欄外に「どこからどこへ配球したか」を1>;<12に従lヽiじり

化 して記録した

ス

(2)配球エリア分析

林12)0) }j法にて l又12の様にコートを 1前後方向にRear.

i¥lid. Front. I.:,{ i }j向に Right. Center. Leftと 91えlIlli

に分内llし， そのIX:IIhiのどこからどこへ配球したかをDVD

の映像から 判断して令てのストロークに関 して表2ならぴ

に表3に，記録したスマッシュ0)エース ・エラーに関 して

は 1:,iじ（1)に出 した辿り ．ストレー トコースとクロスコー

スを分知し，似11スコアシー ト欄外ならびに表4に出した，
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LIN Dan LEE Chong Wei ※上記イタリック体はクロスショットを指す

C:Clear 

D:Drop 

s:Smash 

⑥:Drive 

R: Receive 

L:Lob 

H :Hair pin 

P:Push 

⑥:Serve 

M:Miss 

N:Net 

図I.スコアシートならびにラリーの結末（球種とエース・エラー）の記録
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表3.LEEがどこからどこへ配球したかを表す配球エリア表
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結果および考察

図1にスコアと LIN.LEEのエース ・エラーを示し

たそして表2にLINの配球エリア．表3にLEEの

配球エリアをそれぞれ示した．d.<2ならぴに』く3は．スト

ロークの性質から 1i13の様に分類される． Rearコートか

らRearコートヘ配球されるストロークはほばクリアーであ

るが長く 伸びたロングスマッシュなども名えられる． ま

Midコートから Midコートヘの配球はほばドライプでた．
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まず．両者の特徴として非常に攻撃的であると言える

（表2ならびに表3).LINはRearコートからの全ショッ

トのうち 75.0％がMidコート（スマッシュ）という攻撃的

なプレーを展開している（表2). 一方のLEEもRearコー

トからの全ショットのうち 62.9％がMidコート（スマッ

シュ）であった． Rearコートヘ配球された場合はなるべく

攻撃的に展開していこうという両者の思惑を感じることが

出米る．バドミントンは両サイド1550mm.中央1524mm

の甜さのネットを挟んでプレーする競技であるので，相

手に攻撃をさせない様にするにはネットの高さよりも低い

位骰で打球させることが煎要となる． そういう意味では

Frontコートヘの配球によってロプやヘアピンというネット

絲よりも下からのショットを引き出すことは戦術として

非常に煎要となり．特に浅いロプを打たせて攻撃機会を

得て得点に繋げることが煎要である．配球エリアに関し

て前後という観点ではLINが42.4%. LEEが49.3%と

お互いにFrontコートヘの配球が多かった（図4). この傾

向は．阿部らが行った分析13)と共通する傾向であった．

前述した様にお互いの攻撃力が非前に高く，相手に攻撃

をさせないで自らの攻撃機会を得ようとしていると思われ

る．特にLEEは全ストロークの半分近くに当たる 49.3%

をFrontコートヘの配球にあてていることから LINの攻撃

力に対して非常に評戒していると息われる．なお．表3に

おいて． LEEのRearコートからのストロークは90％以上

がMidコート（スマッシュ）と Frontコート（ドロップ）で

ある．攻漿力がある LINに対して Rearコートヘ配球（ク

リアー）することは攻撃機会を与えてしまうことに繋がる．

このことから MidコートやFrontコートヘ配球することに

より LINの攻撃機会を減少させようとしたと考えられる．

次に配球エリアの左右という糾点では． LINがRight

コートに 43.8%.LEEがLeftコートに46.8％配球した

(I叉14). これは表2に示す通りそれぞれ相手のラケットハ

ンド側（フォアハンド側）への配球である． ノンラケット

ハンド側（バックハンド側）への配球は． LINが36.4％で

あり LEEが36.2％であったことから． それぞれ相手のラ

ケットハンド側への配球が多い傾lriJがあった． スマッシュ

は． ラケットレッグ（ラケットハンド側の脚）を後方へ引

き斜に構え．腰椎を利き腕0)方向へ回旋（右利きの場合

は．右回旋）させて体幹・腰部が捻られた状態をつくる．

この時．肩関節は外転・外旋•水平伸展位にある． この

状態から．体幹・腰部における逆方Iii]の回旋（スマッシュ

動作としては正方向の巡動）が起こり．続いて肩関節の内

転・内旋・水平屈鼎が起こる．腕の巡動は「車輪車軸紺

成刺巡動」と呼ばれる回旋巡動が主巡動となり屑関節に

よるJ：腕の内旋． そして撓｝く関節による前腕の回内とい

う軸回転運動が順次なされることにより最大の効果を発

揮する 14). この際．各部位のいl旋巡動に関 Lては「ラギ
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ングバック(laggingback)」という巡動の正方向とは逆方

向の運動をしてから正方向への巡動となる 14). トラベリ

ングのない状態でスマッシュを打つ場合， ラケットハンド

側は強打が打ちやすい側であると言える． しかし， ゲーム

中においては常にトラベリングが求められフットワークを

伴ったランニングスマッシュとなる． Rearコートにおける

ヒッティングポジションヘのフットワークは，ラケットレッ

グが先祁する形になる． この形でのフットワークをした場

合． ラケットハンド側よりもノンラケットハンド側の方が

体幹の利き腕方向へのlUI旋位獲得が容易であり，スマッ

シュを打つ計闘備態勢にフットワークの段階で入ることが

"I能である．一方． ラケットハンド側においてスマッシュ

を打つ場合はフットワークにてトラベリングした際に更に

体幹の利き腕側回旋を行うこととなり． ノンラケットハン

ド側よりもアクションが1つ多くなる．つまり．索早くヒッ

ティングポジションに移動してスマッシュを打球する際に

は力強いバワースマッシュが打てるが，迷い配球の場合

は準備がアクション 1つ分だけ遅れてしまいスマッシュの

力強さを充分に発抑できないことになる． この様なことか

らラケットハンド側への配球は．相手の攻撃機会を減少

させる一つの手段であったと推測出来る．ただ．今回は

ラリーの時間やストロークの時間は分析の対象としていな

いので．今後にそのような観、,.•. (での分析を加えることも必

要と、思われる．

9分割したエリアでは， LINはRight-Rearコート（相手

のラケットハンド側奥）へ22.2%,LEEはLeft-Frontコー

ト（相手のラケットハンド側前）へ22.9％配球し．傾向が

分かれた（図4). LINは前述の左右への傾向をより煎視

してRearコートヘ押し込むことで相手の攻撃を減少させ

ようとしていたと推察できる． この様にLEEに対してラ

ケットハンド側奥へ配球する傾向は． 2007年スディルマ

ンカップ決勝の際においても同様であった:13l. LEEO) 

Rearコートから Midコートヘのストローク（スマッシュ）

が． Leftコートが69.6％であるのに対してRightコート

は58.1%（表3)と10％以ート低Fしていることからも Rear

コートヘの配球によって攻撃を減じることに成功してい

ると考えられる．一方． LEEはFrontコートに配球して

相手の攻撃機会を減らして自分の攻撃機会を増やそうと

することを頂視していたと考えられるが， Frontコートを

除けばLeft-Rearコート（ラケットハンド側奥）の割合は

12.7%と最も翡い（図4).LEEもFrontコートに配球で

きない際には． ラケットハンド側奥へ配球してLINの攻

撃機会を減じようとしたと推測できる．

バドミントンにおいてスマッシュはRearコートからの蚊

も攻撃的なストロークである．スマッシュでどの様にエー

スを舷うか． またはどの様に防いでいくかは煎要なポイン

トである．表4にそれぞれのスマッシュのコースとエース．
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表4.スマッシュのコースとエース，エラー

スマッシュ円コース lエース lエラー

レート 26 5 1 
LIN 33............................... ・................. .. 

ス 7 3 3 

ストレート 28 2 1 
LEE 

今回の分析においては．時間的な概念や配球の連続性

に関しては除外して考えた また． ヒッティングポジショ

ンについても． DVD視聴により確認しながらの判断で

あった．ストローク・インターバルの概念15)や位置情報

を正確にするための三次元DLT法を利川した動作分析ソ

フトの1、も）廿 16)なども検討してしヽきたい．
44 

クロス 16 4
 

2
 

エラーを示した．スマッシュ数はLINが33. LEEが44

とLEEの方が多かった．ストレートとクロスの比率に関

しては． LINは21.2％がクロススマッシュであるのに対し

て． LEEは36.4％がクロススマッシュであり． LEEの方

がクロススマッシュの割合が高かったクロススマッシュ

は．エースを称うための有効なストローク・プロダクショ

ンの一つである． LEEはエース 6本のうち 4本をクロスス

マッシュで奪っている． しかし．全体からの割合でみると

クロススマッシュを 16本打っている中で4本のエースであ

り． このクロススマッシュのエース 4本のうち． ラケット

ハンド側からのクロスは 1本だけであった（l文l1）．攻撃力

の高いことで知られる LINであるが． LEEのストレート

スマッシュのエース決定率は 7.1%. クロススマッシュの

ェース決定率も 25.0％に抑えて防御力のifがさも示した．

一方． LINはストレートのスマッシュ主体であり．最多の

5本のエースを獲得している．エース決定率は． ストレー

トスマッシュで 19.2％であり． クロススマッシュで42.8%

であった． クロススマッシュに関しては7本のうち 3本が

エース． 3本がエラーとなっているが． この3本のエラー

もLEEが対応出米ていないものがアウトになったというも

のであり．非常に効果的なストローク・プロダクションで

あると言える．

以＿1このことから考えられることは下記の通りである．

Frontコートヘの配球は相手の攻撃機会を減少させて自

らの攻撃機会を増加させる． Frontコートヘのフィード技

術と共に Frontコートにおけるストローク技術やトラベリ

ング技術の向上を目指す必要がある． Frontコートにおい

て．甜い位骰でプレーをし．相手よりも介床ljな状況を構

築できる様にする． この為には． トラベリング技術の向上

やデシープの効いたラケットワークの修練が爪要となると

息われる． また． ラケットハンド側のRearコートヘの配

球は柑手の攻撃機会を減少させる有効な手段の一つであ

ると示唆したが． このラケットハンド側Rearコートでの攻

撃力をlhJートさせることが出来れば「攻撃機会を減じたい」

という思惑がある相手の配球を上回る攻撃的プレーが可

能になる．索早く反応して速いトラベリングを行い．デク

ステリティ（巧みさ）を発揮することが出米るプレーを l~I 指

すことが．今後の課題として示唆出来る．
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